それ も 寒風の 松 並木の あたりへ 来る と、 グッと 静か 

じょ-つみよ ラじ 

になって、 昼の 人出 は どこへ やら、 常 明 寺から 響く 鐘 

の 音が、 ここば かり は 陰に i るかと 聞きな されて、 古 

巿の 町の 明るい 灯 を 見ながら、 この 鐘の 響 を 聞く と、 

よけい、 寂し さが 身に 沁みる ように 思われます。 

「夕べ、 あしたの 鐘の 声 …… なんだかお 玉さん のよう 

だね え」 

並木の 蔭に 立ち止まって、 後ろ を 振 返った の は、 片 

手に 三味線 を 包んだ 袋 を 抱えた、 まだ 年の 若い 女の子 

であります。 

「どうしたの でしよう、 呼んで みょう かしら、 お 玉 さ 



へ 来て 立ち どまり ました。 

古市の 大楼に は 柏屋、 油屋、 備 前屋、 杉 本屋な どい 

うのが あります。 これらの 四 軒に は、 いずれも 名物の 

伊勢 音頭と いう ものが あります。 

げんじぐ る ま のれん 

源氏 車に 散らし 桜 を 染め抜いた 備前屋 の 暖簾の 前に、 

お 玉と ムク 犬と が 尋ねて 来た 前から、 この 家で は 伊勢 

音頭が 始ま つ ておりました。 

今 {i、 その 折の 音頭のお 客と いうの は、 五 人 連れの 



ので ございま すが、 もう 見えます る」 

間の 山 節の 来る 間 を 芸妓 や 仲居が 取 持って いるので 

と： r- まさ 

ぁリ ますが —— お客様が 待って いる ほどに 取卷 ども は 

気が 進みません。 それ は 間の 山 節なる ものが、 名 こそ 

風流に も 優美に も 聞 ゆれ、 実は 乞食 歌に 過ぎない とい 

ふぜい 

うさげ すみと、 何 を 言う にもお 玉 風情の 大道 乞食が と 

いう 侮りが あるから であります。 それでも やはり 間 

の 山 節と いうと、 この 楼 でもお 玉 を 招かねば ならぬ こ 

とに な つ ている ので ありました。 

「お 杉お 玉 も、 昔から この 土地に 幾 代 も ございまして、 

今のお 杉お 玉 は その 幾 代 目に 当ります こと やら、 わた 



します と 見えまして 」 

「いや 左様で は あるまい、 間の 山 節 を 昔ながら の 調子 

で 聞かす もの は、 古巿古 けれども、 今の あのお 玉と や 

らの ほかに はない という ことじ や。 それにお 前が いう 

通り、 声が よくて 三味が 上手で、 面が 好ければ 申し分 

はないで はない か。 早く その 名物が 見たい、 いや 聞き 

たい」 

「その、 なんで ございます、 おっしゃる 通り 間の 山 節 

というの を 昔の 型で 聞かす というの が、 あの 子の 売り 

しょうでん 

物で ございます、 それ は、 母親から 正伝 を 伝えられた 

は-こ 

と 申す ことで ございま すが、 なに、 それ は 傍で 聞いて 



いて ほんと に 陰気な 歌な ので ございます、 三味の 手に 

まねて 

しましても 数の 知れた もので ございます、 誰も 真似 手 

がない というので、 わざと 捻った お客様が 買 被り をな 

さるので ございます。 あんな 歌 を 真似て みょうと いう 

茶 気が、 こちら 衆の 女子の 中にはな いと 申す のが、 ほ 

ん とうな ので ございます、 手前 共の 音頭な ど は、 お 聞 

きに 入れました 通り、 陽気な もの 陽気な ものと 骨 を 折 

りまして、 

みぐ る ま おむろ 

かざり 車 や、 御 車 や、 御室 あたりの 夕暮 に、 花の 

顔 みるた のしみ も …… 

歌で さえ、 この 通り 花やかな もので ございましよう _ 



すきもの きりょう ひんこう 

それ 数奇 者に は 得て 癖が ありがち、 家に 容貌な ら 品行 

なら 申し分のない 女房 を 持ちながら、 かえって その 女 

お ま 

房より 容貌 も 位 も 十 段 も 劣った 女に 溺れて、 迷い込む 

者 も ある ものよ」 

「左様に おっしゃれば、 そのような もので ござり ま 

しょう、 殿様 方 もさ だめて 左様な お 物好きで いらせら 

れれば こそ、 お 江戸の 美しい 花に もお 見飽き あそばし 

からか い 

て、 古巿 くんだり までこう してお 調戯 にお 下り あそば 

たい めざし 

します る、 鯛 も 売れれば 目剌も 売れる、 それで 世の中 

は 持 つた もの で) J ざ いますね、 よくした もので ござい 

ますよ。 なんに 致し ませ、 間の 山 節と やら も 一 度お 聞 



き あそばします も 旅のお 話の種で ござりましょう。 も 

う 参りそう な もの」 

この 仲居、 なかなか 口が 達者です。 この 時、 程近い 

ひよ ろし 

どこかの 大楼で また 賑 かな 伊勢 音頭の 拍子、 

r ョィョ ィョィ ャサ」 

五 

「今晩は、 間の 山の 玉で ございます、 有難う ございま 

す」 

ムク犬 を 連れた お 玉 は、 ちょうど このと き 備前屋 の 



ると、 お 玉 は 遠慮 をして 縁より 上へ は頓に 上ろうと も 

致しません。 取 巻きの 連中 もまた、 さあ これへ 上れと 

いう こと を 言いません。 

もうせん 

「早う、 お 玉の 席 を こしらえて やる がよ い、 その 毛氈 

を 敷いて、 見台が 要るならば 見台 を」 

お 客の 方から 催促 されても、 お 玉 も それき り 上へ あ 

がろうと もしなければ、 取 巻 連中 もまた 客から 言い つ 

サま ゝ 

けられた ように、 席 を こしらえて やろうと する 気配 も 

なく、 眼と 眼 を 見合せ ており ますから、 席が なんとな 

く テレて 参ります。 

「いいえ、 こちらで よろし ゆう ござ、，' ます、 こちらの 



方が よろし ゆ う) J ざ います」 

お 玉が 辞退し ますと、 それ を 機会に 万の が、 

「お 玉さん の 勝手な の だから、 あそこへ 敷物 を 敷いて 

おやり」 

「承知 致しました」 

万のより 一 段 下の 仲居 は、 もう ちゃんと 心得た もの 

うすべ リ 

で、 薄縁 を 二 枚、 押入から 取り出して、 クル クルと 庭 

へ 敷き 並べ、 その上へ、 色の さめた 毛氈 を 一枚、 申し 

わけの ように 載せて、 自分 は サッサ と 座敷へ 上って 参 

リ ま 

「お 玉さん、 席が 出来ました」 



「趣向 だな、 座敷へ 上げないで 庭で 聞かす ところが 趣 

向 だ わい」 

独 合点 をして 納まります。 通が つてみたい 人に は 

往々、 なんでもな いこと を 何 かで あるよう に、 我れ と 

深入り をした 解釈 を 下して 納まる 人が ある ことで あり 

ま ^9 

先刻、 お 玉が 座敷へ 通されな いこと を、 身分が 違う、 

ひと まじわ 

つまり 人交りの できない さげすみの 悲し さで、 そう 

した 侮りの 待遇 を 受けても、 自分 も それで 是非ない も 

のと 思って おり、 周囲 もまた それ を 侮りと もさげ すみ 

ま ひ 

とも 思って いないと いう 麻痺した 習慣の せいだと ばか 



頭の 声、 

r ョィョ ィョィ ャサ」 

遠くで は賑 かな 音頭、 この 座敷で は 死ぬ ような 間の 

山祈ぼ 

この 死ぬ ような 間の 山 節 を、 死ぬ ような 心地で 聞い 

ていた ものが、 五 人 づれの 客と、 それ を 取 巻く ここの 

一 座の ほかに、 まだ 一 人 はあった のであります。 

中庭から 向う へ 張り出した 中二階の 一 間が、 

まごと まごと 

間 毎 間 毎の 明るい のと 違って、 いやに 陰気で 薄暗い。 

まぶぐ る 

それ も その はず、 こに は 病気に 悩む 女、 間夫 狂い をす 



広間で は 五 人 づれの 若侍が、 風流の 気取りで 聞いて 

いる。 取 巻きの 連中 は、 Si 心々 しい 腹で 聞いて いる。 こ 

この 二階で は、 死ぬ つもりで 聞いて いる。 お 玉 は 無心 

で、 母親から 伝えられ たという 節の まま を 天性の 才能 

で 唄って いる。 

野辺より 彼方の 友と て は …… 

うな 

この 時、 表に 待って いた ムク 犬が、 低く 唸る ように 

声 を 引いて 吠えました。 ムク 犬が 声を立てる こと は 珍 

らしい。 しかし、 この 時の 吠え声 は 人 を 驚かす ほどに 

高い 声ではなかった から、 誰も ムク 犬が 鳴いた とさえ 

気がつかなかった の を、 弾き さしてい たお 玉の 三味線 



鳥 は 古巣へ 帰れ ども 

行きて 帰らぬ 死 出の 旅 

七 

お 玉の 家の あると ころ は、 拝 田 村の 中の 一 部落で 

あって、 その 部落 は 特殊の k 縁つ きの 部落であります。 

因縁つ きの 部落と は、 あからさまに 言つ てし まえば 

「穢多」 の 部落な のであります。 そうしてお 玉 も そこ 

で 生れて そこで 育った のです から、 生え抜きの 穢多な 

のであります。 



一 口に 穢多と はいう けれども、 ここの 穢多 は 他所の 

穢多と は 少しく 来歴 を 異にして いました。 大神宮 様が 

かさぬ い いすずがわ 

大和の国 笠 縫の 里から この 伊勢の 国 五十鈴川の ほとり 

へおう つりに なった 時、 そのお 馬に ついて 来た 「蠅」 

が 今の 拝 田 村の 中の 一 部落の 先祖 だとい うこと であり 

ま ^9 

人間の 祖先と 猿と 同じい という こと は 学者が いう、 

蠅が 人間の 先祖 だとい うこと はこ こより ほかに は 聞か 

ない こと。 

けれども、 それ はわ ざと そんな こと を 言って 軽蔑し 

たがる ので、 蠅 はすな わち 隼 人、 隼 人 はすな わち 大和 



かお そむ 

お 杉お 玉が 旅人の 投げる 銭 を 受ける の は、 面 を 反け 

ばち はっし 

て 受けたり、 笠 を 傾けて 受けた リ、 撥で 発 止と 受けた 

リ ， ( ^ ま ^9 

三味 を 弾く ことの 練習と 一 緒に、 銭 を 受ける ことの 

練習 を も 子供の 時分から 精 を 出して いますから、 天性 

じょうず しゅりけん 

上手な ものに なると、 武術の 達人が 投げた 手裏剣 を も 

ル すの 妙に 至る ものが 出来た と いう ことであります。 

水に なりた やお 伊勢の 水に 

お 杉お 玉が 化粧の 水 

こういって あやかりたがる ほどの 両人が 容貌 も、 そ 

れに 投げつ ける 銭と 同じ ことで、 打ち込んで みた 時に 



落の 中で 味気ない 一生 を 早く 終って、 間の 山の 正調と、 

い つちよう 

手 慣れた 一 挺 の 三味線と、 忠義なる 一 頭の ムク 犬と 

を 娘の ために 遺品と して、 今 は 世に ない 人で ありまし 

た。 

お 玉 は 今朝、 いつもより 早く 起きて 朝飯 を 済まして 

し ま V 

「ムク や、 これからお 役所へ 行く の だよ」 

くわ いんろう 

昨晚ム クが啣 えて 来た 印籠 を 取り出して、 それ を 今 

日 は 間の 山へ 出が けにお 役所へ 届けて、 そのつ いでに 

昨晚、 備前屋 の 裏口で 頼まれた 手紙と お金 を も その 頼 



なだめる ようにして、 お 玉の いる 方へ 近寄って 来よう 

とします。 それ を ムクは 近寄らせ まいと 肉薄して いる 

ように も 見えます。 さすがに まだ 嚙 みつき も、 食いつ 

きもし ません けれど、 ムクの 気勢 を 見れば、 絶えて 久 

しく 現われなかった 狼 を 追う 時の 眼の 色が 現われて お 

リ ま ^9 力 ら 

「ム ク、 人様 を 吠えて はいけ ません よ」 

お 玉 はこつ ちで 犬 を 制した けれども、 ムクは 決して 

柔順に なりませんでした。 その 男が 一 歩 進めば 一 歩 進 

む ほど、 ムクの 気勢が 荒くなる ので ありました。 

ふうさ い 

いかなる 人が、 どんな 異様な 風采 をして 来ようと も、 



ムクは 眠れる ものの 如くして、 嘗て それに 吠えつ いた 

こと はない のに、 今 は 全く それと 違います から、 

「この 犬 は 気が 違った ので はない かしら」 

， J ラず い 

お 玉 も 来る 人に 気の毒で たまらない。 洪水の 中 を 

やっと 泳ぐ ようにして 行商 体の 男 は、 ムク 犬の 鋭い 威 

勢 を 避けながら、 お 玉の いると ころへ 来て、 

「お早う ございます」 

「お早う ございます」 

人間同士 は あたりまえの 挨拶 をした けれども、 犬 は 

ふさ きょうど 

人間の 間に 立ち塞がって、 強弩の 勢い を 張って おり ま 

した。 



た 様 は 間の 山へ おいでに なるお 玉さん というの では ご 

ざいません か」 

「はい、 私が その 玉で ございま すが」 

「そうして 昨晚、 備前屋 へお 招 ばれな すった お 玉さん」 

ご ひいき 

「へえ、 あそこ はたびた び 御 貝頭属 になって おります る 

そして 昨晚 も」 

「昨晚 も あの、 おいでになりました か」 

「お伺い 致しました、 その 帰リ途 にこの 印籠 を 拾い ま 

した ものです から、 これから お届けに 参ろうと 存じ ま 

す。 そうして、 あなた 様に お 心 当りと おっしゃ るの は 

…：- J 



あつたの かえ、 それとも 一人で 仕事 をして 帰った のか 

え」 

「連れが あつたかと おっしゃ るの は …… 」 

「とぼけるな、 お 玉 御用 だ！」 

ぎんみが じって 

懐ろ から 飛び出した 銀 磨きの 十手。 

「あれ —— ^ 

お 玉の 細い 腕 を 逆に 取る 時、 雷電の 一 時に 落つ るが 

きた 

如く 飛び 来った 猛犬 ムク は、 物 も 言わせず 犬の 男 を 縁 

より 嚙み 伏せて しまいました。 

「まあ、 どうした と言うん でしよう、 わたしに はわ か 

ら ない、 わたしに はわから ない、 わかり やしない」 



-車. W 車れ 卩 つ.^ れ」 

あま リの猛 勢に ぜひな く 白刃 を 抜いて、 一 刀の 下に 

斬リ 捨てん と 振りかざせば、 その 刃 を 飛びく ぐって、 

は うな す さ 

跳ねつ き、 唸りつ ける 凄まじ さ。 

獣に も 攻める 獣と 守る 獣と があります。 山野に おけ 

る 猛獣 はすべ て 攻める 獣で あ つ て、 もし 獅子 を 攻める 

獣の 王と すれば、 守る 獣の 王 はま さしく 犬であります _ 

真に 守る こと を 知る 犬が、 その 天職に 殉 ずる 時は獅 

子と 相当る こと すらで きる のであります。 ムク犬 は そ 

のよ く 守る こと を 知る 犬で ありました。 

それが ために、 お 玉 は 捕えられずに 逃げ出す ことが 



でき ましたが、 逃げ出した ことが、 お 玉に とって 幸 か 

不幸 か、 それ はま だ わかりませんでした。 仮り にも 役 

目で 向った 人た ちに、 かかる 猛烈な 正当防衛 を 試む る 

ことの 理非 は、 悲しい 哉、 ムク 犬に は 判断が つき ませ 

ん でした。 

八 

かくれ おか おべ やま あばら や 

隠 ヶ岡 (尾 上 山) に 近い 荒 家の 中で、 

ひめ ご 

十七 姫 御が 旅に 立 つ 

それ を 殿御が 聞きつ けて 



「早く、 それで は 戸棚へ 入れて おくれ」 

「まだいい よ、 足音が 聞え てからで いいよ」 

「だ つてお 前」 

「もし 役人が ぐずぐず 一一 一一 n えば、 この 竿で 嚇 かして やら 

あ」 

「だってお 前、 役人に 手 向いし ちゃ 悪い よ」 

「ナ 二、 嚇 すだけ だからい いよ。 そり やそうと 玉ち や 

ん、 ムク はどうし たんだえ、 ムクが 付いている はず じ や 

ないか、 お前が 役人に 捉 まろうと する 時に ムクは 黙つ 

ていた かえ」 

「ム ク？」 



お 杉お 玉ら は 間の 山へ 出て 客 を 呼ぶ、 米 友 は 宇治橋 

の 下に 立って 客 を 呼んで 銭 を 乞う。 お 杉お 玉 は 三味線 

の 撥で 客の 投げた 銭 を 受ける、 来 友 はい ま 持って いた 

竿、 竿の 先の 五色の 網の 袋で 客の 投げた 銭 を 受け止め 

るの が 商売で、 それ を 「網 受け」 と 申します。 

た ひら とりや を 

「織 田 平 ノ信長 没落 後、 家臣 鳥屋 尾 左 京 ト申ス 者、 

当所 二 来 住ス。 傍 s# ノ 浪人 ハ其ノ 縁 ヲ以テ 諸 大名 二 

奉公 二 出デ、 又 左 京儀ハ 他家 ノ 主人 二 仕 フル 事、 本 

意ナラ ズ存ゼ ラレ 候。 然 レドモ 浪人 ノ身、 渡世 ノ送 



ヮァ— ッと 叫びます。 怖い もの 見た さの 店に いた 連 

中 は 飛び出して 見る と、 ヮッ ヮッと 逃げ惑う 人畜の 向 

+6 やて 

うから、 疾風の 如く 飛び 狂って 来る 大きな 犬が あるの 

であります。 

「ムク だムク だ、 間の 山のお 玉の ムク犬 だ」 

むら かた ま つ し ぐら 

村 方の 方から 驀然 にこの 古市の 町へ 走り込んだ ム 

えもの 

クの あと を 追い かけて 来る のが 何十 人と いう 人、 得物 

を 持ち、 石 や 瓦 を 抱えて いる。 前に は 役人 連、 その あ 

ばんた ご ろつ き たぐい 

とから 番太、 破落戸、 弥次馬の 類が 続く。 

「それ 狂犬 だァ、 逃げろ！」 

追い かけた のと は 反対の 側から、 また 数十 人、 同じ 



やれ、 嚙み 殺しても かまわね えぞ」 

大稷と ムク犬 を 後ろに して 立った 来 友。 身近に 来る 

石と いう 石、 瓦と いう 瓦 を、 或いは 竿 を 繰延べて 前で 

受け、 或いは 竿 を 手許に 繰 込んで 面の 前で 受け、 或い 

くう おど 

は 身 を 沈めて 空 を 飛ばせ、 体 を 躍らせて 飛び 上る。 

「やい やい、 もちつ と 骨身の ある 投げ 方 をし や あがれ- 

ぶ つ つ いたら 音の する ように、 当ったら 砕ける ように 

投げて みねえ、 米 友 様が 食い 足リ ねえと おっしゃる I 

I ナニ、 鉄砲 だって？」 

きつ きぐす リゃ 

米 友 は 屋根の 上 を屹と 見る。 生 薬屋の 屋根の 上へ 火 

緦銃を 担ぎ上げ たの は、 米 友 も 知っている 田 丸の 町の 



藤吉 という 獵師 であ つ たから、 

なまみ 

「ふざけち や あいけ ねえ ぜ、 来 友 様 だって これ、 生身 

を 持った 身体 だ、 飛道具で やられて たまる かい。 ムク、 

おい がってん 

こうしち や あいられ ね えぞ、 俺ら に 続け、 合点 か」 

身 を 沈めて 飛び 来る 石 瓦 を かわしながら、 後ろ を 振 

返って ムクに 合図 をす ると、 竿の 頭から 五色の 網 を 払 

いのける、 明晃々 たる 淡路 流の 短い 穂先。 それ を 扱い 

て 一文字に、 群衆の 中へ 飛び込んで しまった、 その 早 

いこと。 生 薬屋の 屋根の 上から 覘ぃを 定めよう とした 

獵師 の藤吉 は、 火緦を 吹いて 呆気に 取られ、 

r 迅ぃ奴 だ、 鉄砲玉より 迅ぃ」 



は 出られね えんだ、 だから ここに 有 合せ ものの 栗で も 

薯 でもお 来で も、 みんな この 袋へ 入れて 俺ら が 担いで 

行く よ」 

「そうしましょう、 それにしても わたし はムク のこと 

が 心配になる」 

おどか 

「心配し なさん な、 俺ら が 町の やつら を嚇 しといた 

から、 やつら も ムクを 殺し はしめ え、 生きて いり や あ、 

ムク のこと だから、 山ん 中に いようと 谷底に 隠れて い 

ようと、 あと を 尋ねて 来る からな あ」 

「ほんと にそう だとい いけれ ど」 

「そうに 違えね え I 



ようにし、 来 友 もまた 笠 を 被って 人目 を 隠し、 袋へ は 

ぁリ 合せた 食料 や 日用品 を 詰め込んで 肩に かけて 飛び 

出しました。 

「玉ち やん、 俺ら は 考えた がな、 山へ 逃げ込む よりも 

だな、 これから ずっと 南へ 行って 野 見 坂 峠と いうの を 

うくら 

越す と 鵜 倉と いう 浜辺へ 出る からな、 その 浜辺から 船 

へ 乗って 逃げよう じ やねえ か、 船へ 乗つ ちまえば お前、 

熊 野へ 行こうと 宮へ 行こうと 勝手な もんだ、 役人 だ つ 

て、 それまで 追い かけち や 来られね えんだ」 

米 友が y J う 言 い 出した の は、 宫 川をズ ンズン さかの 

ぼって、 川口と いうと ころから 中の k へ 来 かかった 時 



今 は 気が 急いて いる もんだ から」 

「まあ、 仕方が ねえ。 これ ピショ 濡れ だ、 上着 も 帯 も _ 

それに 向う 脛 を 少し 摺リ剝 いたね、 痛い かえ」 

「痛 か あありません」 

「これ じゃあ 道中が できねえ、 そうかと言って 人の 家 

へ は 寄れね え 旅なん だから、 山ん 中へ 入ろう、 まだ 泊 

るに は 早い けれど、 どこかで その 着物 を 乾かす ところ 

を 探さな くつち や あな」 

「そうだね え」 

「ェェ と、 あの 高え のが 獅子 ケ鼻 という 山 だ、 あの 山 

の 蔭へ 行って みたら、 いいと ころが あるか も 知れね え」 



「調戯 つち やい けない よ」 

「何 か 落ちた よ」 

「そんな こと を 言う もんじゃありません よ」 

お 玉 は 赤くな つて、 素早く 米 友の 着物 を 着換えて し 

まう。 

お 玉 は 米 友が、 わざと 調戯 つてい るの だと 思って い 

ま ^9 

「大事な もの じ やねえ のかい」 

「およしな さいよ」 

「それ、 そこに」 

「いや だね」 



この 手紙 を 届ける の も 今日明日 という わけに はいかね 

えし、 その 預かった お金と いう やつの 行方 も わからね 

ひとさま 

え、 ちょうど 封じ目 も 切れて いら あ、 他人 様の 手紙の 

中身 を 見ち や あ 悪い けれど、 こういう 場合 だから、 御 

こうむ 

免 を 蒙 つ て 用 向 を ひとつ 胸に 納めて おこうじ やねえ 

ゝ I 

力」 

「そうして 下さい、 その 用 向に よって は、 せっかくの 

頼み だから、 わたしの 身 は 少しく らい あぶなく つても 

なんとか 知らせて 上げな くつち や あ」 

「それで は、 中身 を ひとつ 読んで みて やれ」 

米 友 は 捲き かけた 手紙 を クル クルと 拡げて、 仔細ら 



みつ なお 

の 血の 出る ような 金 を 貢いで 男の 病気 を 癒そうと いう 

ん だね」 

「知らなかった 知らなかった、 それほどのお 金だった 

ら、 あの 晚に 届けて 上げれば よかった もの を。 二 十両 

のお 金、 家へ 置き っぱなし にして 来たから、 もう 取 返 

す こと はでき ない」 

やっき く や 

お 玉 は 躍起と な つ て 口惜しが ります。 

しめ 

「それで だね、 お前、 終えの 方へ もってき てよ、 それ、 

お前が おはこの 歌 を 書いて あら あ、 花 は 散れ ども 春 は 

咲く よ、 鳥 は 古巣へ 帰れ ども、 行きて 帰らぬ 死 出の 旅、 

ギ J よ ラ きぼ さ つ 

今 あの 歌が 聞え ます、 あの 歌 は、 はじめに 行 基 菩薩と 



に 残る あなた 様に はお 頼りな さる 人が ひとり もない と 

よみ じ 

思う と" 冥路 のさ わりの ような 心地 も 致します けれど 

何事 もこれ までの 定まる 縁 …… こんな こと も 書いて あ 

もん ごん 

る、 筆 もなかな か 見事 だし、 文 言もう めえ もの だ」 

「そう 聞いて は、 わたし はじつ として いられない、 わ 

たしの 身 はどうな つても かまわない、 友さん、 わたし 

は大湊 まで 行く わ、 行って その 小島さん とやら にお 詫 

び をす る わ、 こうしち や いられません」 

「そうだな あ」 

十二 



「古市から？ 古市の どちら 様から おいでな すった」 

「あの、 備前屋 から」 

「備 前屋 さんから？」 

与兵衛 はこの 時よう やく 立って、 

「どうも 女 衆の 声の よう だが」 

戸 を あける と、 手拭で 面 を 包んだ 女、 逃げ込む よう 

にして 家の 中へ 入って、 

「こちら 様に 小島さん とおつ しゃる お 方が おいでで ご 

ざいましょう か」 

「小島 …… してお 前さん は 何し においで なすった」 

「その.^ 島さん というお 方が いらっしゃるならば、 そ 



「はい」 

「では、 その 筋 を 話しても らいたい」 

「よろし ゆう .1 ざいます」 

お 玉 は、 ここでよ うやく 度胸が 据わって、 大事の 大 

事の 人の 手紙 を 見て しまった ことが、 今までお 玉の 良 

心に 大 へんな 重荷で あつたの を、 こうして 打明けて し 

まえば、 その 重荷 を 卸した 心 持に なって しまったので 

「でございます けれども、 あなた 様、 お驚き あそばし 

てはいけ ませぬ」 

お 玉 は 唾 を 呑んで 念 を 押す と、 



金と 一 緒に 私へ お頼みな すった あとで 自害 をな さった 

ので ございます。 死んで 行く わたし は 定まる 縁で あり 

しる 

ますが、 生きて 残る あなた 様のお 身の上が 心配と 記し 

て あるそう で， j ざいます」 

お 玉の 口に は、 頼んだ 女の 心が 乗りう つるかと 思わ 

こも 

れる ほど 熱が 籠って いたが、 

「はは あ」 

竜 之 助の 張 合いの ない こと、 気の毒と か 憐れと かい 

みじん 

うような 感情の 動き は 微塵 も 認められな いのみ か、 聞 

きょうに よって は、 頼み もせぬ に 死んでくれ たという 

ように も 響きました ので、 お 玉の 胸に は むらむらと 不 



満が こみ上げて 来ました。 

「あの、 このお 方 は、 あなた 様の 御 親類 筋のお 方で ご 

ごきよ-つ だ い 

ざいます か、 それとも 御 兄妹で いらっしゃいます か」 

「親類で もない し、 兄妹で もない、 赤の他人 じ や」 

「赤の他人 でさえ、 こんなにまで なさる のに …… 」 

お 玉 は、 冷やかな 竜 之 助の 態度 を 見て、 反抗的に 単 

純な 感情が たかぶ つ て 来る ので ありました。 

「わたしが 悪う ございました、 わたしが 悪い ので ござ 

レ ます」 

「お前が 悪い こと は あるまい」 

竜 之 助 は 冷々 たる もの。 



くるわ 

ぬけれ ど、 どうやら かのお 方 はお 前 様の ために 廓へ 

くがい 

身 を 沈めて、 慣れぬ 苦界の 勤めから この 世 を 捨てる 気 

になった ので ございましよう、 それが 死んで 行く 時 ま 

で、 あなた 様の こと を 心配して、 あの 中から お金まで 

ま た 

都合して 下さる おこころざし は、 わたくし など は 他で 

こま. 

聞いて さえ 涙が 溢れます、 それです から、 わたくし は 

途中で 自分が 捕まって 殺されても いいから、 この 手紙 

だけ はお 届けし なければ ならない と 思いました のに、 

そう 思つ てこ こまで 参りました のに …… 」 

お 玉 は 情が たかぶ つ て 着物の 襟 を 食い 裂きました。 

なにも 礼を言われた いために 危険 を 冒して 来たので 



ひとしずく 

はない けれども、 人の 情に 対する 感謝の 美しい 一 I 卞 

を 見たい ものと 思わないで はなかった のに、 この 人 は、 

情と いう もの も 涙と いう もの も 涸れ 切 つ た 人な のか、 

そうでなければ 天性そう いう もの を 持つ て 生れな か つ 

た 人な のか。 お 玉 は 口惜しく つて 口惜しく つて 涙 を こ 

ぼして しまいました。 

「こんな 薄情な お 方と 知ったら、 手紙なん ぞを 持って 

来る のではなかった」 

こうざきお き 

神 崎 沖から 押 寄せる 潮が 二見 ケ浦を 崩れて、 今 ここ 

の 入江に 入って 来たらし い。 蓑 を 鳴らす ような 音が 聞 

えます。 



そうして みると、 盲目に なった この 薄情な 人、 杖 も 柱 

もな く 置かれて 行く この 冷たい 人が 憎らしくて、 そう 

して かわいそうであります。 

「どうも有難う ございます」 

「泣いて いるの か」 

「泣けて しまいました、 つい、 泣けて しまいました」 

「なに …… 何が 悲しい」 

「なに かしら 悲しくて なり ませぬ」 

「別に 悲し いこと もなかろう もの を」 

「御免下さい まし」 

お 玉 は、 よよと して そこへ 泣き 倒れて しまいました _ 



き 

泣いて 泣いて、 暫 らく は 口が 利け ませんで した。 竜 

ともしび 

之 助 は 冷然と して 燈 火に 顔 を そむけて、 お 玉の 泣く の 

に 任せて おきました。 ただ 所在 なげな の は、 その 手に 

かん ざし 

もてあました 平 打の 簪 ばかりで ありました。 

竜 之 助が はじめて 京都へ 上る 時に、 同じ この 国の 

鈴 鹿 峠の 下で、 悪い 駕籠 屋 からお 豊が 責められて、 そ 

せんかた 

の と き 詮方な く お 豊が 駕籠 屋に 渡そう とした 簪が Y J の 

簪と 同じ 物で ありました。 ぉ豊を 初めて 見た 竜 之 助が、 

さても お浜に よく 似た 女と 思った 後に、 茶屋の 老爺が 

拾った 平 打の 簪を 見る と、 それが またお 浜の 以前の 

じょうもん 

定紋と 同じ ことであった 下り 藤であった ので、 竜 之 



助 は その 簪を 持って 京都まで 上 つ て 行った はずで あり 

ます。 京都から 十津 川までの 竜 之 助 は あの 通りの 竜 之 

まんじゅう 

助で、 饅頭の 代りに 帯刀 を すら 差 出して しまった 竜 

之 助です から、 あの 一本の 簪 だけ を 今まで 持って いた 

はずはありません。 これ はお そらく その後、 竜神から 

ぉ豊 と共に 逃れて 後、 ぉ豊の 手から 再び わが 手に入れ 

た 物で あろうと 思われます。 思い出の 多 かるべき はず 

お レ ず 

の 竜 之 助が、 その 簪 に対して はさまでの 惜 気がなくて、 

なんらの 縁の ない お 玉 は、 その 簪 のために 泣かねば な 

ら なくなりました。 お 玉 は 泣き、 竜 之 助 は 泣かせて お 

^ の 

くと、 またも 天上から 落ちて 来る ように 浪の 音が 蓑 を 



鳴らして 湧き 立ちました。 

伊勢の 海 は 静かな 海で、 ことに これより 北へ かけて 

ゆうなぎ あさなぎ 

の 阿漕 ケ浦 は、 その 夕 ffl と 朝 ffl とで 名 を 得た 海で ぁリ 

ます。 南へ 続く 二見 ケ浦 とても 決して 荒い 海で はあり 

ません けれど、 二見 ケ浦を 一足 廻って、 神 崎の 鼻へ 出 

ると 遽 に 波が 荒くな ります。 

きしゅうな だ 

紀州灘 や 遠 州灘で 鳴らした 波が、 伊勢の 海の 平和 を 

乱して やろうと、 そこから 押して 来る、 それ を 神 崎の 

くぐ じ ま まないた じ ま 

潜り 島 や 俎 島、 その他、 水底に かくれた 無数の 隠れ 

さえぎ 

岩が やら じと 遮 るので すから、 風浪 険悪の 夜 は 潮 鳴 

りの 声が 大湊 まで 来る の は 不思議ではありません。 



なのであります。 

ちづか や ぎゅうしゃろう 

「そうですな、 千 束屋か 牛車 楼 あたりへ ドンナ もの 

でげ す _ 

お 伴の 仙 公 は 額 を 叩く。 仙 公と いう 男 は 江戸から 道 

の だい こ しろもの 

庵 先生が つれて 来た、 野 封 E 間とまで はいかない 代物で 

あります。 道 庵 先生 はこの 仙 公が お気に入り という わ 

けで もなんでも なく、 伊勢参りに 出かけた くな つてい 

る 矢先へ、 ぜひお 伴 を 仰せつ けられた いもので とか 何 

とか 言って 来た もの だから、 よし、 つれてって やる と 

いう わけで、 引 張って 来た ものであります。 

「俺 や、 そんなと ころ はい や だ」 



方がない から その 傍に 立って、 今 こんなと ころで 提灯 

を 訛 えなくても よかり そうな もの をと いう 面 をして 

レます 

「仙 公 や、 提灯がなくて は 何 かにつ けて 不自由 だから、 

ここで 一 つ 仕込んで 行く の だ、 お前、 好い の を 見立て 

な」 

「いろいろ 出来合いが ございます、 お好みに よってお 

しるし 

印 を 即座に 入れて 差 上げます」 

「先生、 この ブ ラ 提灯 の ブラ 下り 具合が 乙で げすから、 

これに 致し やしよう」 

「よしよ し、 それにしょう- 



「そうして、 お 印 はどう 致しましょう」 

「先生の 御紋は 何で ございました つけね」 

じょうもん 

「定紋なん ぞ 付ける に は 及ばね え、 そこん ところへ 

十八 文と 書いて くんな」 

「また 始まった」 

「十八 文と 入れ ますんで ございま すか、 ここへ、 ただ 

十八 文 だけで よろし ゆう ござんす か」 

提灯 屋は おかしな 面 をして 道 庵 先生の 面 を 見上げる。 

「そうだ、 十八 文で よいの だ」 

「先生、 およしな すった 方が よう ござんす ぜ」 

^公 は 苦り切つ ている。 



r 冗談 じゃありません、 昼日中、 提灯 をつ けて 宇治山 

田の 町 を 歩け る もんです か」 

「ばか を 言え、 暗い ところ を 提灯 をつ けて 歩く 分に や 

誰 だって 歩く、 日中、 提灯 を 点けて 歩く から そこに 味 

わい が あるの だ」 

「あんまり 味わい もありません ねえ」 

「ぐずぐず 言わずに 早く 歩け」 

「弱った な あ」 

でき そく 

「弱る こと はねえ、 貴様 はたい こもちの 出来損ないだ、 

それが ここでち ようちん もちに 出世し たんだ。 有難く 

心得て 持って 歩け」 



太え 野郎 だ」 

道 庵 先生 は プンプン 憤って います。 

「そり や あね、 先生、 なるほど 先生 は 薬礼 を 十八 文と 

きめてお 置きな さる、 それ は 結構な ことで，) ，- ざいます 

そり や あま あ、 それでよう ございます、 よう ございま 

すけれ ども、 なにも 旅へ 出て でございますな、 そこで 

せつ ひやあせ 

やたらに 十八 文 十八 文と おっしゃって、 拙に 冷汗 をお 

かかせな さるに は 当るまい じゃあ ございま せんか。 そ 

れも まあよう ござんす、 拙が ひとり 胸に 納めて いり や 

あ、 それで 世間の 人 は 何も 知りません や、 そう 思って 

無念 を咏 えて 忍んで おります といい 気になって、 提灯 



「みっともな いから、 そんな 物 を 持って 歩く の をお よ 

しなさい」 

「それでも この 野郎が 持って 歩きたい というから、 わ 

ざ わざ 持って 歩かせる のさ、 この 野郎 は 仙 公と い つ て 

…：- J 

「先生、 よけいな こと を 言わなくても いい じゃあり ま 

せんか、 早く 行きましょう」 

「さあ 行こう」 

仙 公 は 女の手 前、 道 庵 先生が どんな こと を 喋り 出 

すか 危険で たまらな いから、 袖 を 引っぱって 早く 連れ 

出そうと しました。 



あいぼう よねと も おおみな と 

ございま すが、 それと 相棒の 米 友と いう 奴が 大湊の 

浜で 捉 まりました そうで， 1 ざいます」 

さ お 

「米 友と いうの は、 このあいだ 竿 を 振り 廻して 古市の 

町 を 荒した 網 受けの 小さな 男 だね」 

「ェ ェ、 そうで ございます、 それが 大湊の 浜辺へ 海 か 

ら 泳ぎ 着いた ところ を、 隠れて いた 役人が 大勢して、 

いけど 

やっとの こと、 生 捕った そうで ございます」 

「それで、 泥棒の 罪 は 白状した のかね」 

「ところが、 剛情な 奴で、 お 玉の 行方 も 申し上げ なけ 

れば、 お 玉に 手引 を させて 自分が 盗んで いながら、 自 

分の 盗んだ こと は曖 にも 白状 を しないので、 お 奉行 



よ 不利益な 証拠に なって しまいました。 

ぬすびと 

そこで 米 友 は、 ついに 盗人と、 それから 町 を 騒がし 

しおき 

たという 一 一 つの 罪で お 仕置 を 受ける ことにな りました _ 

緦が キリ キリと 肉へ 食い込んで、 身体の 各部 分が 

ひょうたん かくれ おか 

瓢簞 のように なって いる 来 友 は、 隠 ヶ岡へ 引っぱら 

れて 行く 道で、 

「米 友が 来る、 来 友が 来る」 

宇治山 田の 町で は、 縛られて 通る 来 友 を 見ようと て 

道の 両側へ 真黒に 人立ちが しました。 

米 友 はこれ から 隠 ヶ岡と いうのへ 引っぱられ、 お 仕 

置に 会う のであります。 



宇治山 田の神 領 では 血 を 見る こと を n| むから、 刑罰 

の 人 を 殺す に は 刃 を 用いないで、 隠 ヶ岡から 地獄 谷 

おきて 

というのへ 突き落して しまう のが 锭 でありました。 

引かれて 行く 来 友 を 見物して いる 町の 人々 のうちに 

は、 それ を 気味 悪く 思って いるの も ありました。 たぶ 

えんざい 

ん 冤罪であろう とひ そかに 同情 を 寄せて いるの も あり 

ました。 それらの 見物の 中に 一 人、 旅の 姿 をした 男が 

笠 を 傾げて、 人混みの 中から とりわけて 念 を 入れて 来 

友の 姿 を 見、 それに 対する 評判 を 聞いて いるものが あ 

りました。 その 旅人 は 一 夜に 五十里 を 飛ぶ 怪 足の 七 兵 

衛に 相違ありません。 



ぬすっと 

「盗人で ござ いますつ て？」 

七 兵衛は 自分に 最も 手近で、 そうして 最もよ く 話 を 

して くれそう な 見物人の 一 人 をつ かまえて こう 尋ね ま 

した。 

「ええ、 盗人で ございます」 

「何 を 盗んだ ので」 

「お 侍 衆のお 金と 持物 を そっくり」 

「どこで やりました」 

「古市の 備前屋 というので」 

r 備前屋 で？」 

おんど 

「お 侍 衆が 音頭 を 見物して おいでになる 時に」 



「隠 ヶ岡と いうのへ 連れて行って、 あれから 下へ 突き 

落す ので ございます」 

「は て」 

「こちら は 御神領 でございます からお 仕置に も 血 を 見 

せない ようにして、 それで 隠 ヶ岡から 下へ 突き落す の 

でございます」 

「は て」 

七 兵衛は 過ぎて 行く 米 友の 後ろ 影 を 伸び 上 つ て 見て 

いました が、 

「そいつ は 困った ことが 出来た」 

「何で. j ざいます」 



七兵衛 はこれ だけの 話 を 聞いて、 なんと 思った か、 

来 かかった 道 を 逆に 帰って、 来 友の あと を 追うて、 見 

え 隠れに どこまでもつ いて 行き、 

ねんぐ 

「こい つに は 困った、 まだまだ 俺 もこ こいら で 年貢 を 

納めた く はねえ の だが …… 」 

七兵衛 がこうして 隠 ヶ岡の 下まで 来る と、 不意に 一 

頭の 猛犬が 現われて 烈しく 吠え かかりました。 

「叱 ッ、 叱ッ」 

てもと 

石 を 拾って 打とうと すると その 手許へ 犬が 飛んで 来 

ま ^9 

ムク犬 は、 どこ を どうして 来た か、 ゲッ ソリと 痩せ 



お 得意が 大分 あるんだ よ、 大名 旗本 呼び 来れ ども 診察 

,p ま 

に 行かず なんて、 そんな 野暮な こと は 俺 は 言わね え、 

こじき ひにん 

大名 旗本であろう とも、 乞食 非人であろう とも、 十八 

文よ こす 奴 は みんな 俺のお 得意 様 だから どこ へで も 

行って やる、 矢で も 鉄砲で も 持って来い」 

だいき えん 

先生、 ひとりで 大気 焰を 上げて いる。 

「どうして 世の中が こう 面白 いんだ か、 世間で クョク 

ョ している 奴の 気が 知れね え、 おしなべて 天下の 事が 

十八 文で きまりが つくんだ、 十八 文より 高 くもなし、 

そうかと言って 十八 文より 安く もね え、 安いと 高い は 

買いよう による」 



「別に 怪我 もね えが、 ずいぶん 驚いた よ」 

「どうも 相 済みません」 

老人 はお 詫び を 言って、 道 庵 先生 をと りなして、 あ 

え、 ぎ あえ ギ J 向う へ 行こうと する の を、 

「おい、 待った 待った」 

道 庵 先生が 呼び止めました。 

「何 か 御用で ございま すか」 

「今お 前さん は、 病人 を 抱えて いると 言いな すった な 

病人 を つれて どこへ 行 くんだ い」 「へい、 あの、 お 医者 

様のと ころまで …… 」 

「お 医者 様？ お 医者 K ならこ こにいる、 ここにい る」 



背に かけた 小男 を そこ へ 卸します。 

「何 だい、 病気 は」 

てんかん 

「へえ …… あの、 癲癇で ございます」 

「癲癇？ どれどれ、 おや、 まだ 子供 だな、 いやそう 

でもない、 大人 かな、 そうで もない、 年寄み たようで 

も ある、 おかしな 野郎 だな」 

道 庵 先生 は、 裸体で 気絶して いる 小男の 身体に 眼 を 

擦リ つけて 一 通り 見て、 

じょうだん 

「冗談 じ やねえ、 こんな 癲癇が ある もの かい、 これ は 

うちみ 

打 身 だ」 

「ええ I 



「高い ところから 落つ こったん だい、 それ もちつ とや 

そっと 高い ところから 落ちたん じ やねえ。 野郎、 暄曄 

す ま 

をした な、 暄嘩 をして 簀捲 きにされて 高い ところから 

突き落され たんだ、 これ ここに 緦の あとが ある、 緦で 

ひ つ くく 

ギュ— ギュ— 引 括られて 突き落され たんだ、 人 をば か 

にして いやがる」 

「先生、 それに 違いありません、 どうかお 静かに 願い 

ます」 

「お 静かに？ よし、 それで は 静かに してやる」 

道 庵 先生 は、 わざと 段違いの 低い 声 をす る。 

「まだ 脈 は ございま しょうか、 見込 は) ) ざいましょう 



お 絹の 方 は、 いっこう 平気ら しく、 

「宇津木さん、 さだめて また かとお 驚きな すった で 

しょう、 けれどもね、 今度 は 前と は 違います よ、 前と 

は 違って 真剣に あなたに お 話 をして 上げなければ なら 

な い ことがあ るので すから」 

たしな 

「お前 様 は 御 身分柄に もない こと をな さる、 嗜 まつ 

しゃる がよう，》 j ざる ぞ」 

兵馬 は 苦りき つて、 なおお 絹の 面 を 睨めて いると、 

「そんな 悪戯 をす るつ もりではありませんでした けれ 

ども、 つい あなたのお 姿 を 見た ものです から、 こんな 

ことにな つ てし ま つ て」 



隠されて いるものと 見なければ なりません。 

たぴ しょうぞく 

道 庵 も 江戸へ 帰る ものと 見えて、 すっかり 旅装 束 

になって いました。 その 時に お 松が、 

「先生、 道 庵 先生」 

「おやおや」 

「いつぞや、 先生のお 世話にな リ ました 江戸の 本郷の 

…：- J 

「ああ、 そうで あつたか、 それ は それ は。 やはりお 前 

さん もお 伊勢参り かな」 

「いいえ …… 」 

「道 庵 先生」 
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